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 推薦理由 

 

 山下さんの経営は、地域とのふれあい活動を活発に行い、これを日々の原動力として経

営の維持発展に取り組んでおり、この姿勢を本審査委員会ではとくに評価した。 

 (1) 地域への情報発信等、農業者としての活発な活動 

 農業に取り組む者としての地域への情報発信は、以前にも増して情報内容、回数、

発信対象等のそれぞれにおいて、厚みを増してきているように思われる。 

 経営主の盛通さんの活動の代表的なものとしては、地域の農業者仲間に声をかけ

て創設した農協の青年部会「ＪＡＭＹ」があげられる。この活動を通じて地域の専

業農業者らと意見交換をはじめ、各種サークル活動を通じた仲間づくりや地域との

交流を推し進めてきた。この活動は、山下さんが部会を卒業した後もさらなる活動

の充実・発展がなされていることから考えてもその貢献を計り知ることができる。

また、青年部の卒業後も「壮年部」で活動を継続している。 

 夫人の恵美子さんも地域の農業改良普及センターの専業農家仲間で組織する女

性グループ「フルフルＭ・Ｉ・Ｔ」で、会長職等中心的な存在として活動し、成果

を残した。こちらも経営主と同様にこのグループを卒業することとなり、新たに

「Bochi bochi の会」の創設に尽力した。 

 これらの活動内容に関する各種マスコミの取材の多さをみても、充実した活動内

容であることと、山下夫婦が日ごろから厚い信頼を得ていることを物語っているも

のと思われる。 

 なお、山下さんの経営は、今日ほど「食育」という言葉が一般的ではなかった時

期から、地元の小中学生を受け入れ、畜産現場での「食育」を推進してきた。近年



の活動では、夫人の活動である「フルフルＭ・Ｉ・Ｔ」の活動も含め、小中学生は

もとより、高校生、教員等との交流もある。 

 こうした地道な活動は、ボランティアであり、時間的に負担もあると推察される

が、一人でも多くの生徒たち、消費者の皆さんが農業に目を向け、関心を持っても

らえるようにしたいとの思いがひしひしと伝わってくる。 

 (2) 信頼関係を築き上げた産直販売への取り組み 

 昭和 60 年ごろから生産規模については大きな変動はみられないが、販売につい

ては、昭和 63 年に自動販売機を設置したことからはじまった直販の占める割合が

徐々に増えている。成果として鶏卵販売単価も上がってきている。このことは、お

いしくかつ安全な鶏卵の生産販売に取り組む姿勢が受け入れられ、信頼の上に安心

を乗せた販売であることを実証している。 

 ＨＡＣＣＰの考え方に基づいた衛生管理体制や非遺伝子組み換え飼料の給与等

を行い、「健康な鶏からおいしい卵が産まれる」をモットーに自信を持って供給で

きる生産である。また、卵の特性をユニークに表したネーミングも顧客との会話の

潤滑油的な意味を持っている。 

 (3) 後継者の就農 

 長男も両親の経営のあり方を見据えた上で戦力の一翼を担う決心をし、平成 15

年に 24 歳で就農した。生産部門に軸足を置きながら、販売促進の戦力にもなって

いる。 

 (4) 衛生対策、環境対策への適切な取り組み 

 信頼の基礎となるものは、ＨＡＣＣＰの考え方に基づく衛生管理であったり、高

病原性鳥インフルエンザ発生時の早急な対処であったり、非遺伝子組み換え飼料の

使用といった経営指針であり、その地道な積み重ねである。 

 また、畜産環境保全の面では、鶏舎敷地の隣接地に大規模な住宅地の一角が迫っ

ており、決して楽観できる状況にない。このため、適切なたい肥化処理を行い、鶏

舎周辺の美化にも努めており、周辺からの苦情はまったくない。 

 (5) 生産管理技術に基づいた安定経営 

 山下さんの経営は、平均飼養羽数で２万羽強の規模であり、県下の１戸当たり平

均飼養羽数３万 5900 羽に及ばないが、家族経営として取り組める効率的かつ適切

な経営規模であり、優秀な生産技術により高い生産成績を残し、安定した経営を維

持している事例である。 

（三重県審査委員会委員長 脇 田 正 彰） 



 

 発表事例の内容 

 

1 地域の概況 

 (1) 一般概況 

 三重県は、東西約 80km、南北約 170km の南北に細長い県である。地勢は、県中

央を流れる櫛田川に沿った中央構造線によって、大きく北側の内帯地域と南側の外

帯地域に分けられる。内帯地帯は東に伊勢湾を望み、北西には養老、鈴鹿、笠置、

布引等の 700～800ｍ級の山地・山脈が連なっている。 

 一方、外帯地域の東部はリアス式海岸の志摩半島から熊野灘に沿って南下、紀伊

半島東部を形成し、西部には県内最高峰 1695ｍの日出ケ岳を中心に紀伊山地が形

成されている。当経営は、松阪市中心部から６km ほどの平坦な農村地域に位置す

る。 

 内帯地域のうち海岸地帯に位置する津市（近隣の気象台）の気候は、年平均気温

15.5℃（1971 年～2000 年の 30 年間の平均値）と比較的温暖である。 

 (2) 農業・畜産の概況 

 松阪地方といえば、世界のブランドといわれる松阪牛が有名だが、平坦部から山

間地まで、それぞれの特色を活かした農業が盛んである。管内の主な作物は、米で

あるが、イチゴ、トマト等の野菜類やバラ、ストック等の花き類のハウス栽培も盛

んである。その他では、市町村合併で新たに松阪市となった松阪市飯南町、松阪市

飯高町は、県下有数の伊勢茶の産地となっている。 

 ▼三重県総農家戸数 ６万 3350 戸（平成 16 年１月１日現在） 

 ▼三重県農業産出額 1266 億 4000 万円（平成 15 年） 

   うち耕種 73.0％、畜産 24.1％、加工農産物 2.9％ 

 ▽三重県内採卵鶏経営の状況 

  ・農家戸数 115 戸（種鶏経営を除く） 

  ・１戸当たり平均飼養羽数 ３万 5900 羽（種鶏を除く） 

  ・採卵鶏産出額 121 億 9000 万円 

 



2 経営実績（経営収支・損益等）を裏付ける取り組み内容等 

 (1) 予防を前提とした衛生対策の実施 

 山下さんの経営では、県の家畜保健衛生所の支援によるＨＡＣＣＰグループの一

員として、平成 12 年度から衛生管理基準に基づいた衛生対策に取り組んでいる。

サルモネラ検査を初めとする各種検査も今日までクリーンな状態を維持している。

また、強制換羽はサルモネラへの引き金の要因となりやすいと判断し実施していな

い。 

 経営主が言うには「洗浄、消毒等基本事項の励行のみである」とのことであるが、

整理整頓された鶏舎敷地や鶏舎内を一見すれば、日常の管理が十分であることが分

かる。 

 家畜衛生保健所が行う農場やＧＰセンターのサルモネラ検査等は、４ヵ月のサイ

クルで実施し、そのほかの検査についても、ヒナの導入ごとの検査も欠かさず行っ

ている。 

 鳥インフルエンザ発生以降の三重県の検査体制では、県内５戸のモニター農家と

して積極的に検査を受け、県内養鶏家全体への安全対策に寄与している。 

 (2) 環境保全対策も万全 

 鶏舎敷地に隣接するように団地が形成されてきたこともあり、たい肥化には早期

から万全の対策を取ってきた。縦型コンポストによる発酵処理では、臭気対策も怠

らず脱臭槽も設置している。 

 また、成鶏舎は高床式であることから、ふんの乾燥具合も良好で、かつ早めの除

ふんによりアンモニアの発生等で鶏に悪い影響を与えることもない。 

 (3) 小売販売の実施で安定した販売確保 

 鶏卵は、生産量の概ね 25％を小売、35％を生協販売、残りの 40％をＧＰセンタ

ーへ出荷している。ダイレクトメールを送れる顧客も 200 人弱となってきており、

いわゆる山下鶏園のファン層が充実した結果である。たい肥の顧客についても、同

様の傾向がある。 

 (4) おいしい卵は健康な鶏からをモットーに 

 飼料は Non-GMO 飼料を給与し、抗生物質は一切使用せず、飲水についても弱アル

カリイオン水を給与するなど、消費者に対する安全・安心の提供のために配慮して

いる。 

 成鶏舎の構造は高床式鶏舎と特別なものではないが、鶏舎内のケージは２段にし

ている。成鶏舎内は３段ケージに対応できる空間があるが、換気を良くし、快適な

環境とするためにあえて２段ケージとしている。 

 このように総合的な取り組みの結果、育成率、産卵成績、へい死率などで安定し

た技術成績を維持している。 

 



3 経営・生産の内容 

 1) 労働力の構成 

（平成 17年 7月現在） 

農業従事日数（日）

区 分 続柄 年齢
 うち畜産部門

年   間

総労働時間

（時間）

労賃 

単価 

（円）

備  考 

【作業分担等】 

本人 55   300   300  2,000 1,200 経営全般、生産管理 

妻 48   280   280  1,120 1,200 生産、販売管理 

長男 25   300   300  2,000 1,200 主に販売管理 

弟 51   300   300  2,000 1,200 生産管理、堆肥管理 

       

家 族 

       

常 雇 4 人  
1,120 

 

1,120 

（3 時間/日）
 3,360 平均 970

GP センターで鶏卵ﾊﾟｯｸ

詰め作業 

臨時雇 な し    

合 計  2,300 2,300 10,480  

 

 2) 収入等の状況 

（平成 16 年 1 月～平成 16 年 12 月） 

区  分 
種  類 

品目名 

作付面積 

飼養羽数 
販売量 

販売額・ 

収 入 額     

収 入 

構成比 

鶏卵 23,101 羽 443,000kg 90,990,125 円 94.3％

鶏ふん等   1,112,997 円 1.1％

畜 

産 

補填金その他   4,435,969 円 4.6％

   円 ％

農
業
生
産
部
門
収
入 

耕
種    円 ％

   円 ％加工・販売 

部門収入    円 ％

   円 ％農 外 

収 入    円 ％

合 計    96,539,091 円 100.0％

 



 3) 土地所有と利用状況 

                                 単位：ａ 

実 面 積 
区 分 

  うち借地 うち畜産利用地面積
備 考 

田     

畑     

樹園地     

耕 

地 

計     

牧草地     

野草地     

      

耕
地
以
外 

計     

畜舎・運動場 80 80   

山林     

原野     

個 

別 

利 

用 

地 

そ
の
他 

計    

共同利用地    

 

 4) 施設等の所有・利用状況 

 (1) 所有物件 

棟数・面積 取得 構造・資材 
種類 

・台数 年 金額（円）

所有

区分 ・形式能力 
備考 

  成鶏舎 840ｍ2×3棟 S60 46,350,000 個人 
木造開放高

床 
総合資金 

畜 中大雛舎 225ｍ2×4棟 S60 11,650,000 個人 
木造開放低

床 
総合資金 

舎 

 
育雛舎 192ｍ2×1棟 H12 10,670,000 個人 

木造開放低

床給温 
  

  ＧＰセンター 165ｍ2 H9 6,960,000 個人 鉄骨ｽﾚｰﾄ 近代化資金

施 直売所 30ｍ2 H12 4,400,000 個人 鉄骨ｽﾚｰﾄ   

設 鶏ふん乾燥舎 332ｍ2 S57 5,600,000 個人 ﾊﾟｲﾌﾟﾊｳｽ式   

 鶏ふん発酵処理施設 16ｍ3 H5 14,420,000 個人 密閉ｺﾝﾎﾟ式 県単事業 

機 ショベルローダー  H7 1,545,000 個人     

  集卵装置  H9 14,300,000 個人   近代化資金

械 洗卵選別機 1万個/1時間 H9 10,000,000 個人   近代化資金

 (2) リース物件 



  なし 



6) 経営の実績・技術等の概要 

 (1) 経営実績（平成 16年 1月～平成 16年 12月） 

家族  3.2 人 労働力員数 

（畜産部門・2200 時間換算） 雇用  1.5 人 

成鶏平均飼養羽数 23,101 羽 

年間鶏卵生産量 443,141 kg 

経
営
の
概
要 

年間鶏卵出荷量 443,000 kg 

採卵鶏部門年間総所得 26,198,026 円 

成鶏 100羽当たり年間所得 113,406 円 

所 得 率    28.4 ％ 

部門収入 398,760 円 

 うち鶏卵販売収入 393,880 円 

売上原価 275,289 円 

 うちもと雛費 14,642 円 

 うち購入飼料費 184,261 円 

 うち労働費 32,604 円 

収
益
性 

成鶏 100 羽 

当たり 

 うち減価償却費 17,382 円 

成鶏 100羽当たり年間鶏卵生産量 1,918 kg 

成鶏 100 羽１日当たり産卵量 5.3 kg 

鶏卵１kg当たり平均販売価格 205.4 円 

成鶏 100羽当たり年間飼料消費量 4,085 kg 

飼料要求率 2.13   

育成率（初生雛） 98 ％ 

育成率（中大雛） － ％ 

成鶏淘汰率 － ％ 

成鶏へい死率 4.1 ％ 

成鶏補充率 91 ％ 

鶏舎１ｍ2当たり年間鶏卵生産量 176 kg 

鶏舎１ｍ2当たり成鶏飼養羽数 9.1 羽 

生
産
性 

成鶏 100 羽当たり投下労働時間 45.4 時間 

総借入金残高（期末時） 896 万円 

成鶏 100羽当たり借入金残高（期末時） 38,786 円 
安
全
性 

成鶏 100 羽当たり年間借入金償還負担額 17,453 円 

 



 (2) 技術等の概要 

経営類型 幼すう導入 

飼養品種 ハイライン、ソニア、ボリスブラウン 

自家配合の実施 なし 

協業・共同作業の実施 なし 

施設・機器具等の共同利用 なし 

生産部門以外の取り組み 
ブランド卵生産、直販 

食農・体験交流活動（農場仕事体験、GP ｾﾝﾀｰ見学等）

成鶏の更新方法 群ごとのオールイン・オールアウト 

ＧＰセンターの有無 あり 

インテグレーション参加の有無 なし 

 

4 経営の歩み 

 1) 経営・活動の推移 

年 次 作目構成 飼養羽数 経営および活動の推移 

昭和 24 

昭和 28 

 

昭和 43 

 

昭和 46 

 

 

昭和 47 

 

昭和 50 

昭和 59 

 

昭和 60 

 

昭和 63 

 

平成 4 

平成 5 

平成 5 

 

平成 9 

 

 

 

 

平成 12 

 

 

平成 13 

採卵養鶏 

 

 

 

 

 

 

 

採卵養鶏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

300

1,500

15,000

1,500

10,000

20,000

22,500

父が大阪市西成区において養鶏業を始める 

大阪府堺市に移転し規模拡大を図る 

 

三重県松阪市に移転し、近代化資金を借り入れワンマン

鶏舎（ビッグダッチマン）を建設 

マレック・ニューカッスル病等の被害を受け、返済に行

き詰まり倒産 

 

経営主の盛通さん：大学卒業後、経営に参入し、古材利

用の鶏舎から再建開始 

成鶏舎 7棟、中大雛舎6棟、育雛舎 1棟建設 

総合資金 4800 万円を借り入れ、旧鶏舎を取り壊し高床

式鶏舎を建設する 

高床式成鶏舎 3棟、中大雛舎 4棟完成、稼動 

生協取引開始 

鶏舎敷地の一角に自動販売機設置 

 

農協青年部設立準備 

農協青年部（愛称「ＪＡＭＹ」）設立 

環境対策ミニ総合事業（県単）により鶏ふん醗酵装置(密

閉式コンポ)の設置 

近代化資金を利用してインラインシステム（集卵装置）

を整備、ＧＰセンターを建設 

ＪＡグリーンマーケット（市内伊勢寺店）参入 

これ以降、産直市場へ積極的に参入 

 

ＨＡＣＣＰグループに参画し、衛生対策 

鶏舎敷地内に自販機設置の直売所を建設 

ＪＡ直売所（飯南町）へ参入 

ＪＡ直売所（市内黒部店）へ参入 

毎日農業記録賞で全国優秀賞受賞（夫人） 



 

年 次 作目構成 飼養羽数 経営および活動の推移 

平成 14 

平成 15 

平成 16 

 

23,100

直売所に漫画チックなシャッターアートの設置 

15 年 2月、後継者就農（24歳） 

松阪農業公園ベルファーム開園（マーケット参入） 

高病原性鳥インフルエンザの風評被害 

 

 2) 現在までの先駆的・特徴的な取り組み 

経営・活動の推移のなかで先駆的な取り組みや

他の経営にも参考になる特徴的な取り組み等 

取り組んだ動機、背景や取り組みの実施・実現

にあたって工夫した点、外部から受けた支援等

1.衛生管理体制の充実と安全で安心でき

る鶏卵の生産 

(1) ＨＡＣＣＰの実施 

 平成 12 年、県事業により地域の採卵鶏

仲間５農場が選ばれ、ＨＡＣＣＰグループ

を立ち上げた。サルモネラ等に対して感染

の根源を断つため、危害を分析し、消毒な

どの衛生管理基準を設け、家畜衛生保健所

が定期検査を実施している。これら一連の

実行について、記録・保管し、衛生管理の

徹底を図っている。 

 鶏舎内の消毒作業は言うに及ばず、鶏舎

内へ立ち入る外来者の消毒、トレーの消毒

やＧＰセンター入り口の消毒槽、手洗いの

励行等を行い予防に主眼をおいた対策を

実施している。 

(2) 安全な飼料の給与 

 飼料は、次世代の人の健康を考えて、

Non-GMO のトウモロコシや大豆油かすを使

い、安全・安心な生産に努めている。 

 また、このような飼料を給与しているこ

とを、販売所等でも情報公開し、消費者へ

の理解を深めている。 

(3) 消毒の実施 

 多数訪れる外部からの見学者等に経営

者側が高い意識をもっている衛生管理を

行っているということを知ってもらうた

め、GP センターなどへ入る時には消毒の徹

底や防護服等の着用を義務付けている。 

 山下さんの経営では、先代の経営時に

疾病が原因となり倒産した経験があるこ

とから、衛生対策は、まず予防ありきと

いう方針で衛生対策に臨んでいる。 

 三重県南勢家畜保健衛生所の指導によ

り、抗体検査、サルモネラ検査等を定期

的に実施したり、専門業者によるネズミ

駆除や保健所による水質検査も実施した

りしている。 

 サルモネラ菌対策だけで約 20項目ある

が、定期検査では一度も検出されず、行

き届いた衛生管理が行われていることが

証明されている。 

 衛生対策の充実、安全性の確保と安心

の提供は、コスト高にもつながり、やや

もすると管理する人間のストレスにもな

りかねない部分であるが、今、一番、卵

に求められているのは新鮮で、安全で、

安心してしかもおいしく食べられるとい

うことだと確信し、そのためには、まず

鶏を健康に育てるということに最大の注

意を払っている。 

 これらの取り組みについて大切なこと

は、生産者の鶏や卵に対する思いを消費

者の方々に上手に伝えることであると思

っている。 



2.消費者ニーズをつかみ、これに応えられ

る経営を目指した 

 県内でも小規模の部類に入る山下さん

の経営であるが、昭和 63 年に自動販売機

を設置したことをきっかけに、いわゆる地

場販売に目を向けるように行った。 

 ＪＡの運営する産直市場へ参入を始め

た平成９年以降、小売りの割合は、より高

くなっていったが、現在に至るまで、こま

めに消費者と対話し、どんなニーズに応え

れば小規模経営にも将来像が描けるのか

を模索してきた。 

 新鮮、おいしい、安全といった要素は当

然のこととして、さらにいかに生産情報等

を付加するか、あるいは固定客の確保に

は、会話が大切であるとの考えから、ポッ

プの掲示やダイレクトメールの発信、たい

肥の販売を通じた交流等地道な取り組み

を継続実施してきた。 

 現在はＪＡが運営する産直市場を中心

に地産地消に取り組んでおり、新鮮な鶏卵

の供給のために日々バンを走らせている。

 

 昭和 50 年に規模拡大した当時は、産卵

日量、飼料要求率などの生産効率を追及

し、いかにその農場の成績を上げるかと

いう時代であり、経営主は休日もなく、

日々の作業に追われていた。一方、夫人

は家事の間の集卵作業以外に養鶏のこと

など何もわからず、経営に参画するとい

うには、ほど遠い状態であった。 

 採卵鶏経営は従来、経営の効率化が求

められ、これに対応した経営が伸びてき

た経緯がある。現在でも効率化を無視す

ることはもちろんできないが、多くの農

業者や地域の消費者等と交流を持ったこ

とにより、安全に安心を乗せたいわゆる

顔のみえる卵を提供していくことも必要

だと学び、この消費者ニーズに応えられ

る販売方法をとることが経営の安定につ

ながると判断した。 

 夫人も地域との交流を大切にすること

により、これまでかかわることのなかっ

た自らの養鶏について学ぶ必要が生じ、

知識を身につけて消費者らと交流するこ

ととなっていった。 

3.詳細な経営記帳記録 

 昭和 60 年の鶏舎建設に当たっては、過

去の記録記帳に基づいた詳細な計画書を

自らの手で作成した。 

 昭和 50 年に第１次規模拡大に臨み、さ

らに昭和 60 年の第２次規模拡大を行っ

た。順調な経営を維持発展してこられた

のは、綿密な記録記帳をもとにした無理

のない計画に基づくものである。 

 記録記帳はその後その手段をパソコン

に移行し効率化を図った。 

4.経営主、夫人の地域活動 

 ・ ＪＡ青年部の創設ならびに活動 

 ・ 農業普及センターを軸とした女性 

  グループでの活動 

 ・ 地元小学生等に対する食育 

 ・ 全国組織への参画 

 結婚当時、夫人は経営に携わることは

なく、単なる労働力としての存在であっ

たが、その後に農業改良普及センターか

らの誘いにより同じ悩みや思いの女性た

ちと出会ったことを契機に幅広い交流が

生まれ、その中心的な存在として活動を

続けている。 

 



 

5 環境保全対策～家畜排せつ物の処理・利用方法と周辺環境の維持～ 

 1) 家畜排せつ物の処理・利用方法 

 (1) 処理方法 

方式 コンポスト機械処理 

処理方法 ①鶏舎からの搬出 

 成鶏舎： 

・高床式のため鶏ふんが乾燥しやすい状態になっている。 

・搬出時期は、平均すれば１ヵ月に１回の割合である。 

・１回の搬出で成鶏舎３棟の半分程度が搬出できる。 

 中大雛鶏舎： 

・低床式で鶏舎からショベルローダーで鶏ふんを搬出する。 

・搬出時期は、ロット移動後、即日または遅くとも翌日には搬出し、その

後の消毒に備えている。 

   ↓ 

②密閉式コンポストへ投入 

 ・約１週間～10 日ほど発酵（約 70℃） 

 ・発酵時の臭気対策として脱臭装置も設置 

 ・一括搬入、一括搬出 

   ↓ 

③ベルトコンベアでハウス乾燥舎へ搬入し、３日～１週間程度の日数をかけ

て温度を下げる 

特記事項 ○コンポスト導入による利点 

 平成５年に密閉式コンポを導入するまでは、撹拌式ハウス乾燥であった

が、コンポの導入により、処理能力が上がりたい肥化にかかる労力・時間が

ともに軽減され、かつ良質のたい肥が生産できるようになった。 

 また、鶏舎内に余分な鶏ふんを堆積しないため鶏舎内の環境もさらに改善

され、生産成績も改善されている。 

○周辺住民への配慮 

 鶏舎敷地から程遠くない場所が新興住宅地となっていることから、臭気対

策としてコンポに隣接して脱臭装置も完備している。 



 (2) 利用方法（たい肥） 

内容 割合 用途・利用先等 条件等 備考 

袋売り 

 1袋（15kg）300 円 
 

袋売り 

 1袋（2kg）100 円 

花の栽培を通じたお

客用（ﾌﾟﾗﾝﾀｰｻｲｽﾞ）販売 80％ 

2,000 円/軽ﾄﾗｯｸ 1 台 

※高床式鶏舎から直

接搬出の場合 

当農場がｼｮﾍﾞﾙﾛｰﾀﾞｰ

で搬出 

無償譲渡 20％ 

・ＪＡ 

・近隣野菜農家 

（モロヘイヤ、ネギ

栽培） 

・近隣果樹農家 

    など 

  

 

 (3) たい肥の販売促進・利活用のための特徴的な活動 

 たい肥の流通促進を図るため、夏期（７～８月）にたい肥の「無料キャンペーン」

を実施している（ただし、バラ売り）。 

 このキャンペーン実施に当たっては、たい肥の顧客に対しダイレクトメール（Ｄ

Ｍ）を送付し好評を得ている。ＤＭが好評な理由としては、無料でたい肥をもらい

にくる農家の言葉を借りると「ハガキをもらったことで出向くきっかけができ、訪

問しやすく、妙な遠慮をせずに済む」とのことである。ちなみに普段のたい肥供給

についても、無償であると需要側に遠慮が生じたりすることもあり、安価でも「販

売する」ことによって、両者の関係をうまく保っている。 

 

 2) 家畜排せつ物の処理・利用における課題 

 (1) たい肥化過程においての課題 

 鶏舎からの搬出、たい肥化、完成製品の保管・販売等の過程については、とくに

問題ない。 

 (2) 隣接する団地への対応 

 隣接する団地の一角と鶏舎敷地との距離が近接しているが、場内の清掃や臭気対

策が万全であるため、この点で苦情が発生したことはない。今後もこれまでのよう

な管理体制を継続していく。 

 加えて、鶏舎周辺に花を植えるといった環境美化にも努めるなど、きめ細かい配

慮をしている。 

 

 3) 畜舎周辺の環境美化に関する取り組み 

 (1) 花と緑の絶えない農場景観 

 ３Ｋの畜産イメージを払拭したいという夫人の思いから、趣味の園芸を生かし鶏

舎の周辺には一年中、花と緑を絶やさないように心掛けている。 

 場内のプランターは 100 個近くになり、花のない冬でも場内はピンク色になり、

甘い香りが漂っている。 



 (2) 花を通じての交流 

 夏期（５月～９月）は、ポーチュラカ、マツバボタン等、冬期（10 月～４月）

は桜草（プリムラマラコイデス）、パンジー、ビオラ等が鶏舎の周辺で花を咲かせ

ている。花が咲く時期には写真を撮りに訪れるカメラマンもいるほどである。 

 花に興味をもって訪れる人に対しては、鶏ふんの発酵やたい肥の効能について説

明したり、利用を勧めたりといった目にみえない努力もしている。また、これらの

お客様用に小袋のたい肥を用意することで、たい肥の販売にも結び付けている。 

 花をきっかけに卵を買いにきてもらえるようになったお客さんもあり、花の種や

苗を譲ってあげたり交換したりといった交流もある。 

 こういった「花のある農場」については、地元新聞でも何度か取り上げられた。 

 (3) 鶏舎内やＧＰセンター内の美化 

 高床式鶏舎内は、スイーパーで通路やストックヤード等の清掃をするため、例え

るならばサンダル履きで歩けそうな環境である。 

 ＧＰセンターの衛生管理も十分配慮されている。入口には消毒槽を設置し、集卵

パック作業に当たっては、手の消毒も励行している。 

 (4) 直売所のイメージアップ 

 お客さまの目に常に触れる鶏舎隣の直売所やＧＰセンターの壁面を利用して、経

営主夫婦と弟さんのイメージキャラクターで、シャッターアートを施した。ニッコ

リと微笑むキャラクターは、日ごろの皆さんの顔そのもので、非常に親しみ深いも

のである。 

 

 

6 地域農業や地域社会との協調・融和についての活動内容 

 (1) 地域の農業・畜産の仲間との活動Ⅰ（経営主） 

 経営主は、地元ＪＡの合併を機に平成４年から設立に向けて準備を整え、翌５年に青

年部組織であるＪＡＭＹ（JA MATSUSAKA YOUNG FARMER'S ASSOCIATION）を結成させた。

当組織は管内の若手農業者たちの集まりで、仲間のよりどころとなる組織が欲しいとい

う気持ちが結集されたものである。組織としての歴史は、まだ浅いものの会報誌の発行

や各種のサークル（音楽バンド、剣道、パソコン、海外農業視察団、ボーリング、農業

問題研究会等）をつくり活動をしている。経営主の弟はバンドに参加し農業祭等で活躍

中である。 

 現在、経営主は、当ＪＡＭＹの「45歳で卒業する」という決まり（若い農業者を対象

とする）から卒業したが、ＪＡＭＹの卒業生で組織するＪＡ壮年部役員として新たな活

躍の場を得ている。ここでは、後輩であるＪＡＭＹの活動を支援したり、認定農家とし

てＪＡや行政に対する切実な要望を語り合っている。 



 (2) 地域の農業・畜産の仲間との活動Ⅱ（夫人） 

 結婚当時は、経営に参画することもなく、育児や家事に追われていた夫人であるが、

地域の普及センターの呼びかけに応じ、このグループに参加したことから、新しい目で

農業や養鶏の世界をみられるきっかけとなった。 

 夫人が参画する「フルフルＭ・Ｉ・Ｔ」とは、松阪・飯南・多気で農業を営む女性グ

ループで、地域の小中学生、高校生を対象に、農産物の生育、加工の説明や農家の思い

を話す食農教育を実施している。 

 このほかにも市規模で開催される祭りへの出店、他県で同じような活動をするグルー

プとの交流を図っている。 

 また、海外研修を実施し、その成果を取りまとめた冊子は、県民局や普及センターか

ら高い評価を受けた。 

 さらには、ここに集う仲間の多彩な才能を集結し、農業の楽しさを軽快な曲に託した

ＣＤも作成した。これらの活動については、地元を始めとしたマスコミからの注目も大

きく、たびたび新聞やテレビからの取材もなされている。 

 夫人も経営主が「ＪＡＭＹ」を卒業したのと同様に、「フルフルＭ・Ｉ・Ｔ」を卒業し、

17年度からは、普及センターの支援を得ながら、「Bochi bochi の会」の創設に向かって

新しい活動を始めた。 

 また、個人的な活動としては、各種畜産情報誌への執筆や全国規模で展開する「女性

ネットワーク」の発起人になるなど、さらなる発展の機会を得て交流の輪が広がってい

る。 

 また、平成 14年には、夫人が執筆した農業の記録「人生めぐりあいの不思議」が、第

29回毎日農業記録賞の中央審査において見事優秀賞に選ばれ、東京での受賞式に臨んだ。 

 (3) 食育活動 

 食育活動は、「フルフルＭ・Ｉ・Ｔ」のグループで行うものと自社の農場へ小学生等を

招いて単独で行うものに区分される。グループのメンバーは、種々の農畜産物等を栽培・

飼育しているが、夫人は自らが作成した教材や卵を持参し、養鶏、養鶏業、鶏、卵、た

い肥等について説明するとともに、最後には何よりも「命の大切さ・思いやり・感謝」

について、語り聞かせている。現地での３時間余りの学習時間は、あっという間に終了

してしまうが、「楽しかった」「よく分かった」という内容の感想文が寄せられている。 

 中学生の農業体験では、２年生２～３人を５～６日間預かり仕事を手伝ってもらい、

農業体験を実施している。 

 平成 13年度には、県が推進する「地産地消ネットワークみえ」プロジェクト活動の中

で、松阪市や隣接の町で小学生らに地元の農産物を通じて農業の楽しさを伝える勉強会

を開催した。 

 また、この女性グループの地域内に、食物調理科を有する県立高校があり、この科の

生徒たちとも交流が深く、農場への研修受け入れに対応している。 



 これら現地研修に際しては、防疫意識を高め、消費者への安全性の配慮を理解しても

らうため、従業員と同等の対応を求めている。 

 経営主の考え、夫人のこういった活動は、「五感を使って学んだことは大人になっても、

きっと残っている」の考えのもと、また、参加してくれた生徒たちの中から一人でも多

くの子供が、農業に興味を持ち、理解してくれることを楽しみにしている。 

 (4) 地域循環型農業の確立（耕種農家との結びつき） 

 当農場で生産されたたい肥は、主として地元ＪＡの取り扱い商品として販売されてい

る。地元ＪＡでは、特産品としてモロヘイヤやネギなどの作物が栽培されており、これ

らの生産者らは、土づくりへの理解も深いため、たい肥利用も積極的である。 

 また、近在の農家には、高床式鶏舎で乾燥された鶏ふんを直接引き取り購入してもら

っている。 

 さらに、趣味も兼ねた夫人のプランター栽培の花が、隣接する団地の人々にも注目さ

れ、プランターへの利用を目的とした２kg入りの小袋を新たにつくったところ評判がよ

く、小口の利用者も増えてきた。 

 (5) 地産地消への取り組み（産直所での販売活動等） 

 産直については、昭和 63年に導入した自販機での販売にさかのぼる。その後、地元Ｊ

Ａが主催する５ヵ所の朝市や平成 16 年４月に開園した第三セクターで運営される農業

公園内の直売コーナーで順次、地産地消に取り組むようになった。このほかにも地元生

協への出荷もあり、生産と消費との距離が近い経営となっている。 

 直売所での販売は、暗中模索的な要素も多かったが、自分たちの商品へのこだわりを

いかに正確に伝えるかということだと認識し、常に新鮮な鶏卵を陳列、ポップで詳細な

説明をしたりというきめ細かい対応を心掛けている。 

 長男は就農後、直販部門の戦力となって、直売所の管理に当たっている。農協直売所

のシステム上、現状では品切れの管理にやや余分な労力を必要とするので、商品管理用

のカメラの設置などのＩＴ技術を駆使した商品管理の実現に向けて、要望を出している

ところである。 

 宅配等による顧客への販売では、その意見や要望等をつかむため、年２回ではあるが、

山下鶏園のギフト券付アンケートを実施し好評を得るとともに、顧客ニーズを把握する

糧としての財産ともなっている。 

 また、卵に親しみを持ってもらうため、卵の特徴を端的に示したネーミングをしたり、

ネーミングに当って顧客から募ったりといった手法も取り入れている。（ネーミング例：

いきいきたまご、にこちゃん、そばかす美人、どすこい大関） 

 



7 今後の目指す方向性と課題 

＜経営者自身の考える事項＞ 

 採卵鶏経営として、コストの低減や付加価値生産に裏付けられた強い販売力を背景にし

て、所得を上げていきたいが、地域社会との共存と存在感のある農場でありたいと願って

いる。 

 そのためには、消費者から求められる「おいしくて安全で信頼のおける卵」を生産して

いくことが与えられた課題であると捉えている。「健康な鶏からおいしい卵が産まれる」と

いう信念は今後も不朽のものであり、ＨＡＣＣＰによる衛生管理を基本として予防対策を

さらに充実していきたい。 

 場内の環境整備と美化に努めることも当然のことではあるが、養鶏場のイメージアップ

だけでなく、自分たちが働く職場として気持ちよく楽しく働ける場であるということも大

切であると考えている。お客様に笑顔で応えるためには、楽しく仕事をしていくことが基

本であると考える。 

 平成 16年夏に各地で発生した鳥インフルエンザに対しては、さらに心を引き締めたとこ

ろである。畜産業は日々の作業の連続であり、こういった考え、行動のテンションを下げ

ることはできない。日々の小さな努力が大きな成果となることを信じて経営に当っている。 

 後継者に対してとくに就農を勧めることはしなかったが、自分たち夫婦が歩んできた道、

経営に取り組む姿勢をきちんとみてくれた長男が就農したことは、何にも変えがたい財産

となった。今後、後継者は経営のノウハウを学ぶとともに、地域から支持される農業者に

育っていってほしいと望んでいる。 

 地域との交流は今後も継続していきたいと思っている。今日に至るまで自分たちの仕事

を通じて、命の大切さや感謝する気持ちを伝えると同時に「自分らしく楽しく生きられる

農業」という仕事をいろいろな場所、形でアピールし、農業の大切さ、楽しさを伝えてい

きたい。 

 



≪三重県審査委員会の評価≫ 

 大規模化が進む採卵経営にあって、２万羽強の規模のモデル経営として高く評価した

い。現実には、鶏舎敷地の近くまで住宅地が迫ってきており、規模拡大するには困難な

要因もあるが、置かれた経営条件、立地条件を生かし、顧客をつかんで販路を獲得し堅

実な売り上げとなっている。 

 環境保全対策は、住宅地の迫る立地条件を早い時期に捉え、これに対処してきたこと

から、現状においてまったく問題はなく、かつこの経営姿勢であれば将来的にも問題が

生じることは考えられない。 

 たい肥は経営規模に見合った利用者やＪＡといった販売先を獲得しており、自然循環

にも寄与しているところである。 

 さらに評価すべき点は、農業を通じての地域社会への貢献であり、幅広い活動と年月

を重ねてきた重みである。「食育」という言葉が頻繁に使われる現在であるが、山下さ

んの経営ではこの言葉が耳慣れない時代から個人あるいは地域の農業者とともに活動

を続けてきた。当審査委員会としては、この点を高く評価をしたところである。 

 



 

 写真 
 

 
農場内の卵直売施設 

 
清潔に保たれている GPセンター 

 
清掃が行き届いた鶏舎 

 
梁まで清掃が行き届いている 

 
糞かきはボブキャットで 

 
コンポストと乾燥施設 

 
JA が運営する直売所 

 
山下さんの販売ブース 

 


